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大学図書館の機能と研究活動

平成22年度全学共通科目

「情報探索入門」 第1回

(2010年10月4日）
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京都大学附属図書館研究開発室

准教授 古賀 崇

本日の内容

• 図書館とはどのようなところか

• 図書館と研究活動との結びつき
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• 本科目の内容

この科目の目的

• 「京大の図書館で何ができるか」を身につけ
てもらう

• 実際に図書館のしくみを体感する（演習を通
じて）
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じて）

• レポート・論文の執筆に必要な技能とルール
を習得する

そもそも、図書館とは何か？
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図書館へのイメージ…

ヒマつぶし
の場所

勉強部屋・
自習室として
使える場所

本をタダで
借りられる

場所
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場所

自習室（附属図書館 学習室24）も
確かにあるが…
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図書館と言っても様々…
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大学図書館とは

• 大学の教育・研究を支援するための図書館

→ 資料、サービスに反映
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附属図書館 人環・総人図書館

大学図書館の資料と
その他の情報源
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その他の情報源

大学図書館の資料の特徴

• 学術書、専門書が中心

– 生活のための実用書、趣味の本は少ない

• 幅広い範囲の資料を扱う

– 形態面、主題（テーマ）面、言語面

10

形態面、 題（テ ）面、言語面

• 電子的・ネットワーク上の資料が多い

– 通常のインターネット利用ではアクセスできない

図書（学術書）
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雑誌
• 学術雑誌は一般の雑
誌とは異なる！

– 研究の成果を示す

– 査読（事前の内容チェッ
ク）

「バ クナ バ （過去

12

– 「バックナンバー（過去
の分）」の重要性

– 「電子ジャーナル」への
移行が進む

– 多くは一般書店では入
手できない
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学術雑誌の中の論文の重要性

• 最新の研究成果が
論文として現れる
– 図書に比べると

• 引用されることの多
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引用される との多
い論文が重要とされ
る

• 雑誌の中の論文をい
かに探し出すか、が
大事なスキル

電子ジャーナル・データベース

• 「商品」として大学が契約

– 提供・販売する会社が内容に責任をもつ → イン
ターネット上の無料の情報源との大きな違い

京 「 得が れ
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• 京大では「ECS-ID」の取得がこれらの利用に
必要

– 「リモートアクセス」の設定により、学外からの利用
も可能

さまざまなデータベース

• 新聞記事データベース

• 百科事典データベース

• 論文検索データベース
– 論文の引用状況が把握できるものも

法律 判例デ タベ ス
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• 法律・判例データベース

• 統計データベース

• 特許データベース
– 特許とは：国により認定された発明や新技術

など….

図書館機構ウェブサイト
(http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/)
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電子ジャーナル等のリスト
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その他
• 貴重書 （→）

– 画像をネット上
で公開

• 書店にない冊子
類
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– 各種報告書など

• 新聞
– 縮刷版、マイク
ロフィルム版な
ど

…などなど
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情報を探すための、図書館におけるしくみ

• 分類

– 「日本十進分類法」：数字の組み合わせ

– 「国立国会図書館分類法」：アルファベットと数字の
組み合わせ

• OPAC（Online Public Access Catalog、オン
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OPAC（Online Public Access Catalog、オン
ライン（公開）目録）

– 京大では「KULINE」

• 参考資料（図書、データベース）

– 事典、辞書など

これらをひっくるめて…

図書、
学術雑誌、

新聞

電子
ジャーナル、

データ
ベース

大学図書館の役目：
研究と教育に役に立つ

図書、
学術雑誌、

新聞

電子
ジャーナル、

データ
ベース
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購入・
寄贈
ののち
整理

契約

資料をそろえ、整理し、
学生や教員に提供する

こと

購入・
寄贈
ののち
整理

契約

相互利用による、図書館活用の向上

図書の貸借・
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KULINEでの他大学（NII）検索 /  Webcat(Plus)

資料の所在の
確認と相互利
用の支援

利用の依頼
図書の貸借
コピー提供

KULINEの場合
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KULINEの場合（続き）
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インターネットと図書館との違い
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・資料・情報の観点

・検索・探索の観点
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Wikipediaをめぐって…
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Wikipediaをめぐって…（続き）
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参照：古田雄介・山本まさき. ウィキペディアに何が起こっているのか：変わり
始めるソーシャルメディア信仰. オーム社, 2008.

図書館の資料と
インターネット上の無料情報の比較

情報の性質により、信頼性は
まちまち

従来の図書・雑誌等でカバー

商品として「品質保証」が
求められる

最新の情報に対応できない

図書館の資料 インターネット上の無料情報
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されなかった情報を、タイムリーに
発信する場合がある

予告なく内容の変更・削除が
あり得る

場合がある
→有料のデータベースでカバー

データベースを除き、たいていの
情報は固定化される

ネット上の情報を「とっかかり」としつつ、
図書館の資料で「裏を取る」べし！！

図書館の資料は「目に見える」

• 館内を歩けば、どのよう
な資料があるか把握で
きる

– 「分類」の役割
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• 館の特性に応じ、資料の
特色が出る

ネット上の情報は「目に見えない」

図書館の蔵書

全体を
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利用者

見渡せる

全体を
見渡せない

ネット上の情報

検索エンジンで
分かる範囲

OPAC・検索エンジンの比較

「どの範囲の情報（図書、
雑誌）を検索できるか」は、
あらかじめ定まっている

OPACでの検索

ネット上にある情報はどれ
も検索対象になるように見

える

検索エンジンでの検索
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個々のことばがもつ要素
（書名、著者名、主題など）

も意識して検索を行う

検索結果となる本は、図書
館の書棚に行けば確実に
見つかる（「貸出中」の場合

もあるが…）

キーワードに引っかかる
ウェブページを検索結果に

表示するのみ

検索結果で表示されるウェ
ブページが、長期的に安定
して存在する保証はない
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「検索の罠」

1.最初に見つけた情報からの強い影響

2.自分の既成概念を支持するデータを探しが
ち

3.最近の出来事、劇的な出来事からの強い影
響
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響

4.繰り返し同じ情報を得ると、それを信用し
きってしまう

5.現状維持に役立つことを受け入れがち
6.これまでの選択を正当化しがち

出典：Morville, Peter. アンビエント・ファインダビリティ. 浅野紀子訳, オライリー・ジャパン, 
2006, p. 205-206. / 太田光, 田中裕二, 高野明彦. 検索エンジンは脳の夢を見る 連想情
報学. 講談社, 2008, p. 82.（爆笑問題のニッポンの教養）

～幕間～
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古賀の研究について

「政府情報へのアクセス」

• 情報公開法・条例だけでなく、情報そのものへ
の注目

– 公文書とその整理

– 政府刊行物 －電子政府
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• 政府情報の整理・保存

– 図書館、文書館の役割

どのような資料を用いたか
～2001年の論文の場合

• 先行研究を示す論文（日
本語・英語）

• 米国の法律等
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• アメリカ連邦議会議事録

• 関連する会議（シンポジ
ウムなど）の資料

＋

• 渡米し（ワシントンDC）関
係者から聞き取り

研究活動の実情と図書館の役割
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大学図書館と研究活動

資料の利用
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研究活動

成果の提供

大学図書館
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研究の手法とは：大まかに4つ

• 読解（文献研究）

• 調査
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• 実験

• 事例研究

学問領域と研究手法
• 文系

– 人文科学

– 社会科学

• 理系
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系

– 自然科学

– 工学・工業技術

– 医学・薬学

• 総合・複合領域

研究は「文献の探索→読解」に始まる！

• 研究したいテーマを絞り込む

– 先行研究の検証

• テーマを決めた後で…
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– 研究手法・方法の調査

– 自分の主張を裏付けるもの

2つの種類の資料を使い分けるべし

• 一次資料

– 研究の成果を直接表現

– または、「研究の原素材」

• 二次資料：一次資料を探しだすための資料
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二次資料： 次資料を探しだすための資料

「二次資料」：具体的には？
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研究の手順

研
究
テ
ー
マ
の
決

研
究
計
画
の
立
案

文
献
の
検
索
・
入

文
献
を
読
む

調
査
・実
験
等
の

論
文
の
執
筆

デ
ー
タ
の
分
析
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決
定

案入
手

の
実
施

二次資料の
活用

一次資料
の読解
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研究活動と資料のサイクル

研究テーマの選択・決定

・過去の研究に関する探索
・最新の研究動向の探索研究活動

読解、調査、実験、事例研究
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成果の発表
・雑誌論文
・学会発表
・学位論文
・特許

成果の蓄積
・図書館とそのネットワーク

・電子ジャーナル
・データベース

・機関リポジトリ など

・関連文献や事項・人物、
研究方法などに関する探索

二次資料の
活用を！！
二次資料の
活用を！！

図書と学術雑誌・その中の論文との
基本的な違い

論文A

学術雑誌

序論
本論
・領域A

図書

時間の経過
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論文B

論文C

論文D

・最新の知見
・体系化はナシ

・領域B
・領域C

…
結論

・体系的な知見
・最新情報でないことも

情報の時間的流れ

• パターン1
– 新聞（社会問題の発生・報道）→学術雑誌（社会
問題の分析・研究）→図書（分析・研究のまとめ）
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• パターン2
– 学術雑誌（実験の結果報告、新発見の分析）→図
書（実験や新発見のまとめ）→新聞（研究成果の
紹介）

論文の構成要素(1)

• タイトル

• 著者名
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• 要旨（または抄録）

• キーワード

論文の構成要素(2)
• 本文

– 研究の目的

– 先行研究のまとめ（レビュー）

– 研究方法

– 研究結果
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研究結果

– 研究結果に基づく考察

– 結論：全体のまとめ、今後の研究課題など

• 注

• 引用文献・参考文献（のリスト）

引用文献・参考文献を示す必要性と
意義

• すでに研究を行った人に敬意を示す（批判す
る場合でも）

読む側にと は 引用をたど 文献を探
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• 読む側にとっては、引用をたどって文献を探
すのが効率的な場合もある（「芋づる式」）
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まとめ

• 図書館やその外にある多様な情報の性質を見
極める

• 「欲しい情報を探す」ためのツール（二次資料）
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欲しい情報を探す」ためのツ ル（二次資料）
を使いこなす

• 論文の形式を理解する

これからの授業
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• 第2回以降：図書館の「使いこなし方」を、段階
を踏んで学んでいく（講義と演習）

– 分類

– 参考資料

– 目録

データベース
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– データベース

– インターネット上の情報源

• 最終回：総合演習として「参考文献リスト」を作
成してもらう

参考文献『大学生と「情報の活用」』について
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学内からのみ、ネット上での閲覧が可能
http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/jt_index.html

図書館職員からの事務連絡
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